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第 4章からなり、日本復帰派の屋良朝苗について論じられている。第 5 章から第 8章か
らなる第 II 部では、新川明に代表される反復帰論について論じられている。各章の内
容は以下の通りである。 
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響について解明している。第 8 章では反復帰論と独立論について検討している。 
本書の構成の特徴は、第 I 部と第 II 部それぞれの最初の章（第 1 章と第 5 章）で日
本復帰と反復帰の源流、次章（第 2 章と第 6 章）でその特徴、次々章（第 3 章と第 7
章）で日本との関係性、最後の章（第 4 章と第 8章）で今日の問題との接続に特に焦点
を当てている点である。本書は著者の博士論文『戦後沖縄における帰属論争と民族意識
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るのに対して、特定の民族のみに公民権を認めるという思考は近代国家の超越ではなく
前近代への退行でしかないであろうと述べている。そして終章では、反復帰論が提示し
てきた沖縄独自性に基づく自己決定権の拡大と共生社会の実践を通した平和の実現こ
そが今日の沖縄独立論に必要とされている。そして沖縄固有の思想である反復帰論をこ
のように位置づけたとき、今日のナショナリズムに関する政治理論との架橋も決して不
可能でないであろうと述べている。 
それは、思うに、著者が終章で述べている、民族（ネイション）を権力機構である国
家（ステイト）と分けて捉えることにより、ナショナリズムを他者への敵意を有し、暴
走しかねない危険な感情として克服すべき対象ではなく、文化的独自性の保護や政治的
自己決定に有用な観念として捉えなおし、ネイション間の尊重と協調を目指す新たな政
治システムを模索する時の指針とすることこそが、反復帰論から得られる今日的意義で
はないだろうかという部分であろう。 
そして、著者は続けて、しかしこれは沖縄が独立国家となることを否定しているわけ
ではないともいう。新川の反復帰論は国家が有する権力性を否定してきたが、それを克
服した上での国家擁立は認めているとしている。その克服の論理としては、すでに示唆
したような反復帰論が提示してきた沖縄の独自性に基づく自己決定権の拡大と共生社
会の実践を通した平和の実現による沖縄独立論ということであろう。 
本書は、今日まで続く「沖縄問題」を検証するために、日本と沖縄の関係のみならず、
国家と民族の関係をも問い直した点において、学術的、社会的な貢献があるであろう。
最後に、本研究をより深めるためには、クリスチャン・ヨプケ『軽いシティズンシップ
―市民、外国人、リベラリズムのゆくえ』（岩波書店 2013年）のような視点や分析を取
り入れることも有益であることを付記しつつ、筆をおきたい。 
 
 
